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江
東
区
教
育
委
員
会
で
は
、
毎
年
10
月
か

ら
11
月
に
か
け
て
「
江
東
区
文
化
財
保
護
強

調
月
間
」
を
設
け
、「
歴
史
と
文
化
を
考
え

よ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
、
江
東
区
民
ま
つ
り
中
央
ま

つ
り
に
お
い
て
開
催
さ
れ
る
「
江
東
区
民
俗

芸
能
大
会
」
で
す
。
貯
木
場
で
あ
る
木
場
、

佐さ

が賀
町ち

ょ
うを

は
じ
め
と
し
た
倉
庫
街
、
信
仰
と

遊
興
で
賑
わ
う
富
岡
八
幡
宮
な
ど
、
江
東
地

域
の
特
質
の
も
と
に
育は

ぐ
く

ま
れ
た
民
俗
芸
能

は
、
か
つ
て
は
川か

わ
な
み並

や
辰た

つ
み巳

芸げ
い
し
ゃ者

な
ど
の
職

業
人
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
よ
う
な
業
種
の
人
々
が
減
少
す

る
な
か
で
、
そ
の
技
を
継
承
す
る
た
め
に
保

存
会
や
睦む

つ
み
か
い会

が
結
成
さ
れ
、
現
在
ま
で
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。「
江
東
区
民
俗
芸
能
大

会
」
は
、
そ
れ
ら
の
技
を
一
度
に
観
覧
で
き

る
貴
重
な
機
会
で
す
。

な
お
、
民
俗
芸
能
の
紹
介
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

（
一
枚
刷
り
）
を
再
編
集
し
た
新
た
な
冊
子

を
「
江
東
区
民
俗
芸
能
大
会
」
の
会
場
で
配

布
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
他
に
、
江
戸
か
ら
伝
わ
る
技
術
を
現

代
に
伝
え
る
職
人
の
技
の
実
演
と
作
品
を
展

示
す
る
伝
統
工
芸
展
や
、
江
東
区
の
歴
史
や

文
化
に
ち
な
ん
だ
テ
ー
マ
に
よ
る
文
化
財
講

演
会
な
ど
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
詳
し
く
は

２
・
３
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
ご
来

場
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○江東区文化財保護強調月間2025

民俗芸能大会
文化財講演会
東京9区文化財古民家めぐり
江東区伝統工芸展

○明治初期の芭蕉庵跡地

○中川船番所資料館での定期燻蒸と
文化財ＩＰＭにむけて

○近世中後期の
江戸の文芸とその周辺

○小・中学生版 文化財を考える
　文化財を調べてみよう

歴史と文化を考えよう歴史と文化を考えよう
江東区文化財保護強調月間202 5江東区文化財保護強調月間202 5

絵葉書「(新大橋開橋式紀念)舊大橋と
餘興角乘」(部分)

絵葉書「(富岡八幡神社迁宮大祭　念)辰己藝者手古舞總揃(昭和五年八月)」

絵葉書「木塲角乘」(部分)
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９
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【
午
前
11
時
～
12
時
30
分
】

場
所　

入
口
広
場
（
イ
ベ
ン
ト
池
）

木き

ば場
の
角か

く
の
り乗�

東
京
木
場
角
乗
保
存
会

江
戸
時
代
、
木
場
の
川か

わ
な
み並
は
、
鳶と

び
ぐ
ち口
一
つ

で
材
木
を
筏い

か
だ

に
組
ん
で
い
ま
し
た
。
角
乗
は
、

そ
の
仕
事
の
余よ

ぎ技
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

【
午
後
１
時
30
分
～
3
時
40
分
】

場
所 

イ
ベ
ン
ト
広
場
（
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
）

木
場
の
木き

や
り遣�

木
場
木
遣
保
存
会

木
場
の
川
並
衆
が
材
木
を
繰あ

や
つ

る
時
、
お
互

い
の
息
を
合
わ
せ
る
た
め
、
歌
わ
れ
た
労ろ

う
ど
う働

歌か

で
す
。

木
場
の
木
遣
念ね

ん
ぶ
つ仏�

木
場
木
遣
保
存
会

木
場
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
、
大お

お
じ
ゅ
ず

数
珠
を

手た

ぐ繰
り
な
が
ら
念ね

ん
ぶ
つ仏

を
唱と

な

え
る
大
変
珍
し
い

も
の
で
す
。

砂す
な
む
ら村

囃ば
や
し子�

砂
村
囃
子
睦む

つ
み

会か
い

江
戸
時
代
中
期
に
金
町
の
香
取
社
（
現
葛

飾
区
葛
西
神
社
）
の
神
官
が
農
民
に
教
え
た

祭ま
つ
り
ば
や
し

囃
子
の
流
れ
を
汲
む
お
囃
子
で
す
。

富と
み
お
か
は
ち
ま
ん

岡
八
幡
の
手て

こ古
舞ま

い

�

富
岡
八
幡
の
手
古
舞
保
存
会

富
岡
八
幡
宮
の
祭
礼
で
神み

こ
し輿

の
先
頭
に
立

ち
、
木き

や
り遣
を
歌
い
な
が
ら
、
男お

と
こ
ま
げ髷
に
裁た

っ
つ
け
ば
か
ま

着
袴

と
い
う
粋い

き

な
い
で
た
ち
で
練ね

り
歩
き
ま
す
。

昔
は
、
辰た

つ
み巳

芸げ
い
し
ゃ者

が
行
い
ま
し
た
。

深ふ
か
が
わ川

の
力

ち
か
ら
も
ち持�

深
川
力
持
睦
会

江
戸
時
代
か
ら
倉
庫
地
帯
で
あ
っ
た
佐
賀

辺
り
で
、
米こ

め
だ
わ
ら俵
や
酒さ

か
だ
る樽
な
ど
の
運う

ん
ぱ
ん搬
を
す
る

人
々
の
余
技
と
し
て
芸げ

い
の
う
か

能
化
し
ま
し
た
。

「
江
東
区
の
民
俗
文
化
財
　

〜
モ
ノ
が
語
る
私
た
ち
の
暮
ら
し
〜
」

江
東
区
に
は
、
海
苔
養
殖
具
や
社
寺
に
奉

納
さ
れ
た
絵
馬
、
石
造
物
な
ど
多
彩
な
民
俗

文
化
財
が
あ
り
ま
す
。
講
演
会
で
は
、
そ
れ

ら
の
背
後
に
あ
る
豊
か
な
民
俗
文
化
と
、
私

た
ち
の
暮
ら
し
の
移
り
変
わ
り
に
つ
い
て
お

話
し
ま
す
。

日
時　

�

11
月
26
日
（
水
）　　
　
　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
～
８
時

場
所　

�

教
育
セ
ン
タ
ー
１
階
大
研
修
室　

（
東
陽
２
︱
３
︱
６
）

定
員　

50
人
（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

費
用　

無
料

講
師　

�

高
橋
典
子
氏
（
江
東
区
文
化
財
保
護

審
議
会
委
員
、
シ
ル
ク
博
物
館
館
長
）

応
募
期
間　

�

９
月
21
日
（
日
）
～

　
　
　
　
　

10
月
20
日
（
月
）
必
着

申
込
方
法　

区
Ｈ
Ｐ
申
込
（
１
申
込
に
つ
き

１
名
）。
ま
た
は
往
復
は
が
き
（
１
枚
に
つ

き
１
名
・
複
数
名
の
申
込
不
可
）
の
往
信
面

裏
に
①
「
文
化
財
講
演
会
」
②
住
所
③
氏
名
・

ふ
り
が
な
④
電
話
番
号
を
記
入
、
返
信
面
表

に
応
募
者
の
⑤
郵
便
番
号 

⑥
住
所
⑦
氏
名
を

記
入
し
、
〒
１
３
５
―
８
３
８
３　

江
東
区
役
所　

文
化
観
光
課
文
化
財
係
へ
。

※
消
せ
る
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
は
記
入
し
な
い
で

　

く
だ
さ
い
。

期
間　

10
月
１
日
（
水
）
～
11
月
30
日
（
日
）

今
年
度
も
東
京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
の
関
連

事
業
と
し
て
、
東
京
９
区
文
化
財
古
民
家
め

ぐ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

文
化
財
古
民
家
を
所
有
す
る
都
内
の
９
区

（
足
立
・
板
橋
・
江
戸
川
・
北
・
杉
並
・
世
田
谷
・

練
馬
・
目
黒
・
江
東
）
で
は
、
連
携
し
て
企

画
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
今
年
度
は
、「
た

た
か
う
古
民
家
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
解
説
パ

ネ
ル
を
各
古
民
家
に
設
置
し
ま
す
。

江
東
区
で
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
民
家
建

築
で
あ
る
旧
大
石
家
住
宅
を
、
仙
台
堀
川
公

園
内
（
南
砂
５
︱
24
地
先
）
に
移
築
し
、
公

開
し
て
い
ま
す
。
他
区
の
古
民
家
の
情
報
に

つ
き
ま
し
て
は
東
京
都
教
育
庁
Ｈ
Ｐ
の
「
東

京
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
２
０
２
５
」
ペ
ー
ジ
内

の
企
画
事
業
欄
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

こ
の
機
会
に
、
各
区

の
古
民
家
を
め
ぐ
っ

て
、
各
住
宅
の
特
徴

を
見
比
べ
て
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。

旧
大
石
家
住
宅
の
開
館
日
・
時
間

開
館
日　

土
曜
日
・
日
曜
日
・
祝
日

開
館
時
間　

午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時

木場の角乗（右下）
木場の木遣（右上）
砂村囃子（中上）
富岡八幡の手古舞（左上）
深川の力持（左下）

旧大石家住宅



無
形
文
化
財
公
開
事
業

江
東
区
伝
統
工
芸
展

木場IC
東西線

都営新宿線

半蔵門線
清
澄
白
河
駅

森下駅 菊川駅

木場駅

門前仲町駅

木場IC

新大橋新大橋 新大橋通り

隅
田
川

小名木川

隅
田
川

小名木川 高
橋
高
橋

森下文化センター

永代通り

木場IC

葛西橋通り

芭
蕉
記
念
館
・
分
館

清澄庭園
深川図書館

清澄庭園
深川図書館

海
辺
橋
海
辺
橋

清
澄
通
り

仙台堀川

清洲橋清洲橋
清澄
白河駅前
清澄
白河駅前

清澄
庭園前
清澄
庭園前

首都高速道路首都高速道路

清洲橋通り

森下文化センター

清洲橋通り

三
ツ
目
通
り

木
場
公
園採荼庵跡

深川江戸資料館

都
営
大
江
戸
線

木
場
公
園

会場・深川江戸資料館への交通

伝統工芸品即売（会期中）

実演・体験時間

〈午前の部〉午前10時～12時30分
〈午後の部〉午後１時30分～４時

日程表のうち、　　　の技術は体験ができます（有料）。
申込みは会場で直接職人さんに申し出てください
（材料が無くなり次第終了します）。

会場内で、江東区伝統工芸保存会による工芸品の即売
が行われます。またとない機会ですので、是非どうぞ。

●東京メトロ半蔵門線「清澄白河」下車徒歩３分
●都営大江戸線「清澄白河」下車徒歩３分
●都バス門３３「清澄庭園前」下車徒歩３分
●都バス秋２６「清澄白河駅前」下車徒歩４分

実演公開日程表
日程 技術｢体験内容　費用｣ 保持者

10/30
（木）

午
前

木 彫 刻 渡邉美憲
帯 製 作 杉浦正雄
刀剣研磨 臼木良彦
江戸切子 小林淑郎

午
後

木 彫 刻 渡邉美憲
帯 製 作 杉浦正雄
相撲呼出し裁着袴製作 山口由紀

建　　具 「組子コースター 枡つなぎ1,500円／
亀甲麻の葉2,000円」 友國三郎

10/31
（金）

午
前

木 彫 刻 渡邉美憲
襖榾・襖椽 鈴木延坦
相撲呼出し裁着袴製作 山口由紀
茶の湯指物「箸 1,500円/小箱 2,000円」 山田一彦

午
後

木 彫 刻 渡邉美憲
襖榾・襖椽 鈴木延坦

建　　具 「組子コースター 枡つなぎ1,500円／
亀甲麻の葉2,000円」 友國三郎

茶の湯指物「箸 1,500円/小箱 2,000円」 山田一彦

11/1
（土）

午
前

木 彫 刻 渡邉美憲
紋章上絵 亀山晴男
刀剣研磨 臼木良彦

無 地 染「手ぬぐい・トートバッグ
2,500円」 近藤良治

午
後

木 彫 刻 渡邉美憲
相撲呼出し裁着袴製作 山口由紀
刀剣研磨 臼木良彦

無 地 染「手ぬぐい・トートバッグ
2,500円」 近藤良治

11/2
（日）

午
前

木 彫 刻 渡邉美憲
帯 製 作 杉浦正雄

建　　具 「組子コースター 枡つなぎ1,500円／
亀甲麻の葉2,000円」 友國三郎

表　　具 「裏打ち体験1,000 〜 3,000円」 岩崎　晃

午
後

木 彫 刻 渡邉美憲
帯 製 作 杉浦正雄

建　　具 「組子コースター 枡つなぎ1,500円／
亀甲麻の葉2,000円」 友國三郎

表　　具 「裏打ち体験1,000 〜 3,000円」 岩崎　晃

11/3
（月・祝）

午
前

木 彫 刻 渡邉美憲
相撲呼出し裁着袴製作 山口由紀
刀剣研磨 臼木良彦
茶の湯指物「箸 1,500円/小箱 2,000円」 山田一彦

午
後

木 彫 刻 渡邉美憲
襖榾・襖椽 鈴木延坦
刀剣研磨 臼木良彦
茶の湯指物「箸 1,500円/小箱 2,000円」 山田一彦

（順不同・敬称略）
※都合により変更する場合もあります。ご了承ください。
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入
場
無
料

10
月
30
日
（
木
）
～
11
月
３
日
（
月
・
祝
）

　
　
　
　
　
　
　

    
午
前
10
時
～
午
後
４
時

会
場　

�

深
川
江
戸
資
料
館 

地
下
１
階
レ
ク
ホ
ー
ル

　
　
　
（
江
東
区
白
河
１
︱
３
︱
28
）

44
回
目
と
な
る
本
展
で
は
、
伝
統
工
芸
の

技
を
受
け
継
ぐ
区
無
形
文
化
財
保
持
者
に
よ

る
実
演
・
体
験
を
行
い
ま
す
（
日
程
表
参
照
）。

ま
た
、
今
回
は
木
彫
刻
の
特
集
展
示
を
行

い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
観
覧
く
だ
さ
い
。



明
治
初
期
の
芭
蕉
庵
跡
地
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利
家
の
屋
敷
と
な
り
ま
す（
図
１
）。
さ
ら
に
、

明
治
６
年
（
１
８
７
３
）
に
は
山
口
藩
邸
が

蔵く
ら
や
し
き

屋
敷
と
し
て
琉

り
ゅ
う
き
ゅ
う球

藩
王
尚し

ょ
う
た
い泰に

払
い
下
げ

ら
れ
ま
す
。

尚
泰
は
明
治
政
府
に
よ
り
東
京
に
召
喚

さ
れ
飯
田
町
（
現
千
代
田
区
）
に
屋
敷
を
与

え
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
東
京
で
活
動

す
る
に
は
屋
敷
地
が
足
り
な
か
っ
た
よ
う

で
、
国
元
か
ら
送
ら
れ
た
物
産
品
貯
蔵
の
た

め
「
水
路
弁
利
之
場
所
」
に
蔵
屋
敷
取
得
を

望
み
、
屋
敷
地
の
払
い
下
げ
を
願
い
出
ま
し

た
（
地
券
掛
『
史
官
往
復
』
東
京
都
公
文
書

館
蔵
、
請
求
番
号
6
0
6
･
D
8
･
0
6
）。

こ
の
結
果
、
山
口
藩
邸
が
払
い
下
げ
ら
れ

て
琉
球
藩
邸
と
な
り
ま
し
た
。
明
治
６
年

（
１
８
７
３
）
の
『
第
六
大
区
沽
券
地
図
』（
図

２
）
に
も
「
深
川
西
元
町　

五
千
坪　

琉
球

藩
王
尚
泰
」
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
払
い
下
げ
に
関
す
る
書
類
に
山
口

芭
蕉
記
念
館
で
は
２
０
２
５
年
度
前
期
企

画
展
「
深
川
芭
蕉
庵
か
ら
今
へ
～
芭
蕉
が
築

い
た
礎
～
」（
２
０
２
５
年
４
月
18
日
～
８

月
24
日
）
を
開
催
し
ま
し
た
。
本
稿
で
は
そ

の
内
容
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。　
　
　

芭
蕉
没
後
の
深
川
芭
蕉
庵

芭
蕉
亡
後
数
年
間
は
門
人
の
各か

が
み務

支し
こ
う考

（『
笈お

い

日
記
』）
や
広
瀬
惟い

ぜ
ん然

（『
枕
か
け
』）

が
旧
庵
を
訪
ね
て
お
り
、
庵
は
残
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
す
が
、後
に
跡
地
は
深
川
元
町
（
現

常
盤
１
）
の
尼
崎
藩
松
平
遠と

お
と
う
み
の江
守か

み

家
の
屋

敷
に
取
り
込
ま
れ
ま
す
。
し
か
し
、
芭
蕉
庵

（
古
池
）
跡
の
一
部
は
残
さ
れ
ま
し
た
。
同

家
12
代
当
主
忠た

だ
つ
ぐ告

（
俳
号
亀き

ぶ
ん文

）
自
身
が
「
そ

の
池
は
、
今
、
予よ

が
別べ

つ
ぎ
ょ
う業
の
内
に
存
し
て
、

ま
す
ま
す
古
池
と
な
れ
り
」
と
記
し
て
い
る

（
序
文『
続
深
川
集
』寛か

ん
せ
い政

３
年［
１
７
９
１
］）

ほ
か
、
同
様
の
記
述
が
諸
書
に
見
え
ま
す

（『
葛
西
志
』『
俳
人
百
家
撰
』
な
ど
）。
忠
告

は
俳
諧
を
谷た

に

素そ
が
い外
に
学
び
、
同
屋
敷
内
に
古

池
跡
の
石
碑
も
建
立
し
て
お
り
、
跡
地
の
保

存
を
意
識
的
に
行
い
ま
し
た
。
同
屋
敷
は
幕

末
に
は
紀
州
徳
川
家
の
屋
敷
に
変
わ
り
ま
す

が
、「
江
戸
切
絵
図
」
に
よ
る
と
遺
跡
は
同

様
に
庭
中
に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

明
治
維
新
後
の
芭
蕉
庵
跡
地

と
こ
ろ
が
明
治
以
降
、
土
地
の
所
有
者
が

移
り
変
わ
り
、
紀
州
徳
川
家
か
ら
山
口
藩
毛

藩
邸
内
の
建
物
が
わ
か
る
「
深
川
萬
年
橋

際
毛
利
元も

と
の
り徳

旧
邸
家
作
惣そ

う
た
い躰

御
拂は

ら
い

見
積

書
」（
東
京
都
公
文
書
館
蔵
、
請
求
番
号

6
0
6
･
D
8
･
0
6
）
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
に
よ
る
と
主
な
建
造
物
は
、
瓦
葺
平
屋
土

蔵
３
棟
、
瓦
葺
２
階
土
蔵
１
棟
、
瓦
葺
２
階

表
長
屋
２
棟
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
蔵
屋
敷

と
し
て
の
構
成
が
確
認
で
き
ま
す
。
つ
ま
り
、

も
と
も
と
山
口
藩
で
は
隅
田
川
と
小
名
木
川

に
囲
ま
れ
た
水
運
の
便
利
な
立
地
を
利
用
し

た
蔵
屋
敷
と
し
て
利
用
し
て
お
り
、
琉
球
藩

の
利
用
目
的
に
も
合
致
し
て
い
た
た
め
譲
渡

さ
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
も
っ
と
さ

か
の
ぼ
れ
ば
、
紀
州
藩
や
松
平
家
屋
敷
の
時

も
同
様
の
利
用
が
さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
こ
の
山
口
藩
・
琉
球
藩
邸
と
な
っ

た
段
階
で
の
芭
蕉
庵
遺
跡
の
存
否
は
不
明
で

す
が
、
取
り
壊
さ
れ
た
こ
と
を
明
確
に
示
す

資
料
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
。

米
倉
氏
所
有
地
か
ら
芭
蕉
稲
荷
神
社
へ

そ
の
後
の
詳
細
は
不
明
で
芭
蕉
庵
跡
が

い
つ
消
滅
し
た
の
か
が
直
接
わ
か
る
資
料

は
管
見
の
限
り
み
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、

明
治
16
年
（
１
８
８
３
）
に
は
米
穀
取
引

所
理
事
長
な
ど
を
務
め
た
実
業
家
の
米
倉

一い
っ
ぺ
い平

の
所
有
地
と
な
っ
て
お
り
、
貸
土
蔵
・

貸
家
・
貸
地
経
営
に
使
わ
れ
て
い
た
よ
う

で
す
（
東
京
都
公
文
書
館
蔵
、
請
求
番
号

6
1
9
･
B
6
･
1
6
）。
こ
の
米
倉
氏
の

所
有
地
と
な
っ
た
の
ち
、
跡
地
の
庭
園
は
破

棄
さ
れ
た
と
す
る
著
述
も
あ
り
（
磯い

そ
が
や

ケ
谷

紫し
こ
う江

「
芭
蕉
庵
址
を
た
づ
ね
て
」『
墓
碑
史

蹟
研
究
』
31
、
１
９
２
６
年
。『
東
京
市
史

蹟
名
勝
天
然
紀
念
物
写
真
帖
』
第
２
輯
、
東

京
市
公
園
課
、
１
９
２
３
年
な
ど
）、
こ
の

頃
に
芭
蕉
庵
の
遺
跡
が
消
滅
し
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
住
宅
や
工
場
地
と
な
っ
て
地

域
の
中
で
芭
蕉
庵
が
あ
っ
た
と
い
う
記
憶
も

薄
れ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
大
正
６

年
（
１
９
１
７
）
に
跡
地
一
帯
を
襲
っ
た
高

潮
の
水
害
の
あ
と
の
「
芭
蕉
遺
愛
の
石
の
蛙

（
伝
）」（
芭
蕉
記
念
館
蔵
）
の
発
見
を
き
っ

か
け
に
、
地
域
で
史
跡
保
存
活
動
が
行
わ
れ
、

芭
蕉
稲
荷
神
社
が
創
建
さ
れ
、
現
在
に
至
り

ま
す
。

※
参
考
文
献　

三
原
尚
子
「
桜
井
松
平
家
と

古
池
跡：古
池
は
い
か
に
し
て「
現
れ
た
」か
」

（『
國
文
學
』
１
０
３
、
関
西
大
学
国
文
学
会
、

２
０
１
９
年
）

　
　
　
　
　
（
芭
蕉
記
念
館　

斉
藤
照
徳
）

図1　明治2年(1869)『東京五拾区縮図』
四拾七番組　公益財団法人特別区協議会蔵

図2　明治6年（1873）『第六大区
沽券地図』　東京都公文書館蔵
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中
川
船
番
所
資
料
館
で
の
定
期
燻
蒸

中
川
船
番
所
資
料
館
で
は
、
例
年
12
月
に

行
っ
て
い
た
収
蔵
庫
の
定
期
燻く

ん
じ
ょ
う蒸を

、
今
年

は
８
月
に
変
更
し
ま
し
た
。
ま
た
臨
時
休
館

の
期
間
に
つ
い
て
も
４
日
間
か
ら
７
日
間
に

延
長
し
て
実
施
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨

年
度
ま
で
使
用
し
て
い
た
酸
化
エ
チ
レ
ン
に

よ
る
燻
蒸
剤
「
エ
キ
ヒ
ュ
ー
ム
Ｓ
」
が
生
産

終
了
と
な
り
、
新
た
な
燻
蒸
剤
と
し
て
「
ア

ル
プ
」
を
採
用
し
た
こ
と
が
そ
の
理
由
で
す
。

「
ア
ル
プ
」
は
酸
化
プ
ロ
ピ
レ
ン
と
ア
ル

ゴ
ン
の
混
合
ガ
ス
で
、
酸
化
エ
チ
レ
ン
よ
り

も
毒
性
が
低
い
も
の
の
、
投
薬
に
細
心
の
注

意
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
投
薬
終
了

後
の
ガ
ス
抜
き
作
業
に
も
時
間
が
か
か
る
た

め
、
期
間
が
長
く
な
り
ま
す
。
ガ
ス
は
人
体

に
悪
影
響
が
あ
る
た
め
、
一
定
期
間
、
資
料

館
を
閉
館
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
す
。　
　

博
物
館
の
生
物
被
害　

虫
と
カ
ビ

資
料
に
悪
影
響
を
与
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
要

因
の
う
ち
、
短
時
間
で
甚じ

ん
だ
い大

な
被
害
に
発
展

す
る
可
能
性
が
あ
る
の
が
生
物
被
害
で
す
。

博
物
館
は
資
料
に
と
っ
て
安
定
し
た
環
境

で
あ
る
と
と
も
に
、
人
に
と
っ
て
も
快
適
な

環
境
と
な
っ
て
い
ま
す
。
と
い
う
こ
と
は
、

資
料
を
加
害
す
る
虫
に
と
っ
て
も
適
し
た
環

境
と
い
え
ま
す
。
ま
た
、
カ
ビ
は
真し

ん
き
ん
る
い

菌
類
の

一
種
で
、
カ
ビ
の
胞ほ

う
し子

は
自
然
環
境
で
は
あ

ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
存
在
し
ま
す
。
空
気
中
の

カ
ビ
の
胞
子
は
、
適
度
な
水
分
と
栄
養
分
が

あ
れ
ば
生
育
の
条
件
が
満
た
さ
れ
、
発は

つ
が芽

し
、

菌き
ん
し糸

の
か
た
ま
り
と
な
り
、
さ
ら
に
胞
子
を

生
産
し
ま
す
。
い
っ
た
ん
被
害
が
発
生
す
る

と
資
料
は
物
理
的
・
化
学
的
に
分
解
さ
れ
て

し
ま
う
の
で
、
完
全
に
も
と
に
戻
す
こ
と
は

で
き
な
く
な
り
ま
す
。

予
防
を
重
視
す
る
文
化
財
Ｉ
Ｐ
Ｍ

日
本
の
博
物
館
で
は
、
２
０
０
４
年
ま
で

生
物
被
害
が
発
生
し
た
と
き
の
対
策
と
し
て
、

臭し
ゅ
う
か化
メ
チ
ル
と
酸
化
エ
チ
レ
ン
の
混
合
ガ
ス

に
よ
る
ガ
ス
燻
蒸
と
い
う
手
法
が
広
く
用
い

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
臭
化
メ
チ
ル

が
オ
ゾ
ン
層
破
壊
物
質
と
し
て
規
制
の
対
象

に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
２
０
０
５
年
に
一

部
を
除
き
全
廃
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
社
会
的
背
景
か
ら
、
総
合
的

有
害
生
物
管
理･

Ｉ
Ｐ
Ｍ
（Integrated Pest 

M
anagem

ent

）
を
、
美
術
品
や
文
化
財
の

虫
や
カ
ビ
の

防ぼ
う
じ
ょ除

に
も
取

り
入
れ
る
と

い
う
の
が
最

近
の
主
流
に

な
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。
文

化
財
Ｉ
Ｐ
Ｍ

で
は
、
虫
菌
害
が
発
生
し
て
か
ら
対
策
を
講

じ
る
の
で
は
な
く
、
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
予

防
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

定
期
燻
蒸
の
利
点

臭
化
メ
チ
ル
の
規
制
後
、
殺
虫
と
同
時
に

殺
菌
の
効
果
も
期
待
で
き
る
ガ
ス
燻
蒸
は
、

「
エ
キ
ヒ
ュ
ー
ム
Ｓ
」
と
「
ア
ル
プ
」
の
二

種
類
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
「
エ
キ

ヒ
ュ
ー
ム
Ｓ
」
が
、
環
境
配
慮
に
加
え
て
調

達
コ
ス
ト
の
高こ

う
と
う騰
な
ど
か
ら
、
２
０
２
５
年

３
月
末
に
販
売
を
終
了
し
た
た
め
、「
ア
ル

プ
」
一
択
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

定
期
燻
蒸
の
利
点
は
、
年
に
一
度
、
虫
菌

類
が
生
息
し
な
い
状
態
に
リ
セ
ッ
ト
で
き
る

点
で
す
。
ガ
ス
燻
蒸
以
外
の
方
法
に
、
二
酸

化
炭
素
処
理
、
低
酸
素
濃
度
処
理
、
熱
処
理

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、
燻
蒸
の
対
象
物
及
び

そ
の
効
果
は
限
定
的
な
も
の
で
し
か
な
く
、

費
用
や
日
数
を
要
す
る
の
が
現
状
で
す
。　

収
蔵
庫
管
理
と
今
後
の
虫
・
カ
ビ
対
策

中
川
船
番
所
資
料
館
に
は
、
江
東
区
内
で

唯
一
24
時
間
温
湿
度
管
理
の
で
き
る
収
蔵
庫

が
あ
り
ま
す
。
収
蔵
庫
内
の
温
度
は
23
～
25

度
（
上
限
35
度
、
下
限
15
度
）、
湿
度
は
45

～
60
％
（
上
限
80
％
、
下
限
20
％
）
に
調
整

さ
れ
て
い
ま
す
。

虫
・
カ
ビ
対
策
に
つ
い
て
、
今
後
は
定
期

燻
蒸
だ
け
に
頼
ら
ず
、
文
化
財
Ｉ
Ｐ
Ｍ
の
導

入
に
向
け
て
準
備
を
は
じ
め
た
い
と
思
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
室
内
清
掃
・
虫
菌
類
の
生

息
調
査
・
侵
入
経
路
の
把
握
と
遮し

ゃ
だ
ん断

な
ど
に

よ
っ
て
、
虫
菌
類
が
生
息
し
な
い
環
境
を
維

持
す
る
も
の
で
す
。
生
物
被
害
に
対
す
る
意

識
を
高
め
、
施
設
の
清
掃
を
こ
ま
め
に
行
う
、

資
料
へ
の
目
配
り
を
怠
ら
な
い
、
こ
う
し
た

基
本
事
項
を
大
切
に
し
、
虫
や
カ
ビ
が
発
生

し
に
く
い
環
境
を
つ
く
り
ま
す
。
被
害
が
発

生
し
た
場
合
に
は
、
化
学
的
手
法
に
な
る
べ

く
頼
ら
ず
、
被
害
の
状
況
に
応
じ
た
処
置
を

一
つ
ず
つ
、
あ
る
い
は
組
み
合
わ
せ
で
実
施

し
ま
す
。

Ｉ
Ｐ
Ｍ
に
は
、
①A

void

（
回
避
）、
②

Block

（
遮
断
）、
③Detect

（
発
見
）、
④

Respond

（
対
処
）、⑤Recover/Treat

（
復

帰
）
と
い
う
五
つ
の
ス
テ
ッ
プ
が
あ
り
ま
す

が
、
ま
ず
は
①
か
ら
③
の
基
本
的
な
作
業
を

予
防
的
措
置
に
あ
た
る
日
常
管
理
に
位
置
付

け
て
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
中
川
船
番
所
資
料
館　

村
田
曜
子
） 温湿度管理ができる特別収蔵庫

展示室での殺虫剤噴霧

中
川
船
番
所
資
料
館
で
の

定
期
燻
蒸
と

文
化
財
Ｉ
Ｐ
Ｍ
に
む
け
て



6下町文化 No.311（2025.9.26発行）

江
東
区
に
は
近
世
の
文
芸
や
出
版
文
化
に

関
連
す
る
人
物
の
生
誕
地
や
墓
な
ど
が
多
数

存
在
し
、
文
化
財
と
し
て
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。
今
回
は
そ
れ
ら
を
ご
紹
介
し
ま
す
。　

江
戸
時
代
の
出
版
文
化
の
変
遷

中
世
ま
で
の
出
版
物
は
、
寺
院
が
板は

ん
も
と元

と

な
っ
て
経
典
な
ど
の
仏
教
関
連
の
書
物
を
中

心
に
出
版
し
ま
し
た
。
近
世
に
な
っ
て
京
の

町ま
ち
し
ゅ
う衆が
台
頭
し
て
く
る
と
民
間
の
板
元
が
こ

れ
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。
近
世
前
期
に

は
、
世
相
・
風
俗
な
ど
を
写
実
的
・
享

き
ょ
う
ら
く楽

的

に
描
い
た
浮う

き
よ世
草ぞ

う
し紙
な
ど
が
庶
民
の
人
気
を

得
る
よ
う
に
な
り
、
人
気
の
作
品
や
作
家
の

登
場
に
よ
り
、
出
版
が
商
業
と
し
て
成
立
す

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
を

牽け
ん
い
ん引

し
た
の
は
、
京
・
大
坂
の
上
方
の
板
元
・

書
物
問
屋
で
、
江
戸
の
本
屋
の
多
く
は
、
上

方
の
支
店
や
そ
の
縁
故
者
が
経
営
し
、
上
方

か
ら
江
戸
に
運
ば
れ
た
「
下く

だ

り
本
」
を
取
り

扱
い
ま
し
た
。
一
方
、
江
戸
で
出
版
さ
れ
た

書
物
は
、
江
戸
で
生
産
・
消
費
さ
れ
る
地
物

の
本
を
意
味
す
る
「
地じ

ほ
ん本

」
と
呼
ば
れ
、
そ

れ
ら
を
取
り
扱
う
問
屋
は
「
地
本
問
屋
」
と

呼
ば
れ
ま
し
た
。
地
本
の
な
か
で
も
、
絵
入

り
の
読
み
物
で
あ
る
草く

さ
ぞ
う
し

双
紙
や
多
色
刷
の
浮

世
絵
は
広
く
庶
民
に
好
ま
れ
、
後
に
大
衆
的

な
人
気
を
得
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。　
　

田
沼
意
次
の
政
治
と
文
化
の
振
興

宝ほ
う
れ
き暦

・
天て

ん
め
い明

期
に
は
江
戸
の
都
市
文
化
が

栄
え
、
文
芸
や
出
版
に
も
新
た
な
動
き
が
見

ら
れ
ま
す
。
そ
の
背
景
に
は
、
重
商
主
義
的

な
政
策
に
よ
る
民
間
の
活
力
の
活
性
化
、
比

較
的
自
由
な
気
風
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

田た
ぬ
ま
お
き
つ
ぐ

沼
意
次
は
、
９
代
将
軍
徳
川
家い

え
し
げ重

及

び
10
代
将
軍
家い

え
は
る治

の
信
任
を
得
て
出
世
し
、

安あ
ん
え
い永

元
年
（
１
７
７
２
）
に
は
老ろ

う
じ
ゅ
う中

と
な
っ

て
幕
政
を
主
導
し
ま
し
た
。
田
沼
は
商
業
資

本
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
収
益
の
増

加
を
図
り
、
そ
の
た
め
に
は
民
間
か
ら
の
献

策
を
取
り
入
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

本ほ
ん
ぞ
う草

学
者
の
平ひ

ら
が賀

源げ
ん
な
い内

は
多
分
野
で
才
能

を
発
揮
し
ま
し
た
が
、
田
沼
か
ら
の
支
援
を

受
け
、
鉱
山
開
発
な
ど
に
着
手
し
ま
し
た
。

源
内
は
一
時
期
深
川
清き

よ
す
み
ち
ょ
う

住
町
（
現
清
澄
１
―

２
・
３
）
に
住
み
、
安
永
５
年
（
１
７
７
６
）

11
月
に
エ
レ
キ
テ
ル
の
破
損
品
の
修
理
に
成

功
し
、
同
地
で
一
般
公
開
を
行
い
ま
す
（
史

跡
「
平
賀
源
内
エ
レ
キ
テ
ル
実
験
の
地
」）。

文
筆
に
も
秀
で
た
源
内
は
、
戯げ

作さ
く
し
ゃ者

や
狂き

ょ
う
か歌

師し

と
交
遊
し
、
彼
ら
に
影
響
を
与
え
ま
し
た
。

ま
た
、
仙
台
藩
医
の
工く

ど
う
へ
い
す
け

藤
平
助
は
、
北
方

警
備
や
蝦え

ぞ

ち

夷
地
開
発
の
必
要
性
を
説
い
た

『
加か

む

さ

模
西
葛
杜す

か加
国こ

く
ふ
う
せ
つ
こ
う

風
説
考
』（
通
称
『
赤あ

か

蝦え

ぞ夷
風
説
考
』）
を
天
明
３
年
（
１
７
８
３
）

に
著
し
ま
す
。
こ
れ
が
田
沼
に
献
上
さ
れ
る

と
、
同
５
年
に
幕
府
は
蝦
夷
地
調
査
隊
を
派

遣
し
ま
し
た
（
史
跡
「
工
藤
平
助
墓　

附
工

藤
丈じ

ょ
う
あ
ん庵

墓
」、
深
川
２
―
16
―
７ 

心
行
寺
）。

戯
作
の
成
立
と
黄
表
紙
の
誕
生

戯げ
さ
く作

は
、
武
士
階
級
の
遊
び
か
ら
成
立
し

た
も
の
で
す
。
近
世
中
期
に
流
行
し
た
荻お

ぎ
ゅ
う生

徂そ
ら
い徠

の
古こ

ぶ
ん
じ
が
く

文
辞
学
は
、
学
問
を
理
解
す
る
た

め
の
詩
作
を
許
容
し
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
、

武
士
階
級
が
文
芸
に
携
わ
る
こ
と
が
許
容
さ

れ
る
雰
囲
気
が
醸じ

ょ
う
せ
い成

さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

家
柄
の
固
定
化
に
よ
り
、
学
問
に
は
げ
み
才

能
が
あ
っ
て
も
役
職
に
就
け
な
い
、
出
世
の

見
込
み
が
な
い
武
士
は
、
そ
の
知
識
を
も
と

に
戯
れ
の
文
筆
活
動
を
行
い
始
め
ま
す
。
当

初
は「
う
が
ち
」「
茶ち

ゃ
か化

し
」「
見み

た立
て
」な
ど
、

知
識
人
の
仲
間
内
で
通
じ
る
よ
う
な
内
容
で

し
た
が
、
次
第
に
作
者
が
武
士
か
ら
町
人
へ

移
り
、
ま
た
読
者
層
が
庶
民
に
ま
で
拡
大
し

て
大
衆
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

安
永
４
年
（
１
７
７
５
）
に
恋こ

い
か
わ
は
る
ま
ち

川
春
町

（
駿す

る
が河

小お
じ
ま島

藩
の
江
戸
詰
め
用
人
）
が
著
し

た
『
金き

ん
き
ん
せ
ん
せ
い

々
先
生
栄え

い
が
の
ゆ
め

花
夢
』
は
、
絵
入
り
読
み

物
の
青あ

お
ほ
ん本

に
大
人
向
け
の
笑
い
の
要
素
を
入

れ
込
ん
で
大
評
判
と
な
り
、
以
後
こ
れ
に
追

随
し
た
作
品
が
多
数
出
版
さ
れ
ま
す
。『
金
々

先
生
栄
花
夢
』
は
こ
れ
ま
で
の
青
本
と
一
線

を
画
す
も
の
と
し
て
、
最
初
の
黄き

び
ょ
う
し

表
紙
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
黄
表
紙
で
は
、
朋ほ

う
せ
い
ど
う

誠
堂

喜き
さ
ん
じ

三
二
（
秋
田
佐
竹
藩
の
江
戸
留る

す

い

や

く

守
居
役
）

の
ほ
か
、
町
人
出
身
の
山さ

ん
と
う
き
ょ
う
で
ん

東
京
伝
な
ど
の
作

品
が
人
気
を
博
し
ま
し
た
。
京
伝
は
深
川
木

場
の
出
身
（
現
木
場
４
、５
付
近
、
史
跡
「
山

東
京
伝
誕
生
の
地
」）
で
、
絵
師
北き

た
お尾

政ま
さ
の
ぶ演

と
し
て
画
才
も
発
揮
し
た
ほ
か
、
煙き

せ
る管

・

煙た
ば
こ
い

草
入
れ
の
店
「
京き

ょ
う
や屋

」
を
営
み
、
意い

し
ょ
う匠

を

凝
ら
し
た
商
品
を
販
売
す
る
な
ど
優
れ
た
デ

ザ
イ
ナ
ー
で
も
あ
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　

天
明
期
の
狂
歌
の
流
行

狂き
ょ
う
か歌

は
、
和
歌
の
伝
統
的
な
五
七
五
七
七

の
形
式
を
用
い
て
、
世
俗
的
な
洒し

ゃ
れ落
や
皮
肉

を
歌
に
盛
り
込
ん
で
詠
じ
る
も
の
で
す
。
江

戸
で
は
、
明め

い
わ和

年
間
（
１
７
６
４
～
７
２
）

に
内う

ち
や
ま山

賀が
て
い邸

の
門
人
た
ち
が
狂
歌
会
を
試
み

た
の
が
始
ま
り
と
さ
れ
ま
す
。
唐か

ら
こ
ろ
も衣
橘き

っ
し
ゅ
う洲

（
田た

や
す安

家
家
臣
の
子
）・
四よ

も
の方

赤あ
か
ら良

（
大お

お
た田

近
世
中
後
期
の

江
戸
の
文
芸
と
そ
の
周
辺

標柱「平賀源内電気実験の地」

説明板「山東京伝誕生の地」
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南な
ん
ぽ畝

。
御お

か
ち徒

）・
朱あ

け
ら楽

菅か
ん
こ
う江

（
先さ

き
て
ぐ
み

手
組
与よ

り
き力

）

な
ど
の
狂き

ょ
う
め
い名

（
狂
歌
の
世
界
に
お
け
る
名
乗

り
）
を
称
し
た
狂
歌
師
が
先
導
し
ま
し
た
。

狂
歌
は
原
則
と
し
て
筆
録
せ
ず
に
詠
み
捨

て
に
さ
れ
ま
し
た
が
、天
明
３
年（
１
７
８
３
）

に
狂
歌
集
が
刊
行
さ
れ
る
と
江
戸
の
狂
歌
人

口
は
急
速
に
増
加
し
、「
連れ

ん

」
が
多
数
結
成

さ
れ
、
各
地
で
狂
歌
会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の

人
気
は
さ
ら
に
高
ま
り
ま
す
。
狂
歌
会
に
は

狂
歌
師
だ
け
で
な
く
、
戯
作
者
や
浮
世
絵
師

も
狂
名
を
名
乗
っ
て
参
加
し
て
お
り
、
文
人

の
交
流
の
場
に
も
な
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、

朋
誠
堂
喜
三
二
は
狂
名
を
手て

が
ら
の柄

岡お
か
も
ち持

と
称
し

ま
し
た
（
史
跡
「
手
柄
岡
持
墓
」、
平
野
２

―
４
―
７ 

一
乗
院
（
墓
地
））。

著
名
な
狂
歌
師
に
は
町
人
も
お
り
、
京
橋

北
紺
屋
町
（
現
中
央
区
）
の
湯
屋
の
主
人
で

あ
っ
た
元

も
と
の

杢も
く
あ
み網
は
、
多
く
の
門
人
を
擁
し
、

妻
の
み
ち
（
狂
名
は
智ち

え
の恵
内な

い
し子
）
も
有
名

な
狂
歌
師
で
す
（
史
跡
「
元
杢
網
夫
妻
墓
」、

深
川
２
―
22
―
５ 

正
覚
寺
）。
ま
た
、
日
本

橋
金
吹
町
（
現
中
央
区
）
で
大
家
を
し
て
い

た
大お

お
や
の屋

裏う
ら
ず
み住

は
本
町
連
に
所
属
し
ま
し
た

（
史
跡
「
大
屋
裏
住
墓
」、
三
好
３
―
７
―
５ 

一
言
院
（
墓
地
））。
商
家
の
番
頭
で
書
家
で

も
あ
っ
た
中な

か
い井
董く

ん
ど
う堂
は
、
大
屋
裏
住
に
狂
歌

を
学
び
、
腹は

ら
か
ら唐

秋あ
き
ん
ど人

の
狂
名
で
本
町
連
で
活

動
し
ま
し
た（
有
形
文
化
財（
歴
史
資
料
）「
董

堂
先
生
碑　

文
政
４
年
在
銘
」、
白
河
２
―

７
―
10 

冝
雲
寺
）。　
　
　
　
　
　
　
　
　

寛
政
の
改
革
と
出
版
統
制

天
明
３
年
（
１
７
８
３
）
の
浅
間
山
の

噴
火
や
、
そ
の
後
の
天
明
の
飢き

き
ん饉

は
民
衆
を

苦
し
め
、
各
地
で
一い

っ
き揆

や
打
ち
こ
わ
し
が

頻ひ
ん
ぱ
つ発

し
ま
し
た
。
同
６
年
８
月
、
田
沼
の
後

ろ
盾
で
あ
っ
た
10
代
将
軍
家
治
が
死
去
す
る

と
田
沼
は
老
中
を
罷ひ

め
ん免

さ
れ
ま
す
。
同
７
年

５
月
に
米
価
の
高こ

う
と
う騰

に
よ
っ
て
発
生
し
た
江

戸
の
打
ち
こ
わ
し
を
契
機
と
し
て
、
同
年
６

月
に
白し

ら
か
わ河

藩
主
松ま

つ
だ
い
ら平

定さ
だ
の
ぶ信

が
老
中
首し

ゅ
ざ座

に

就
任
し
、
寛か

ん
せ
い政

の
改
革
に
着
手
し
ま
す
。
改

革
の
基
本
方
針
は
、
風
紀
の
取
り
締
ま
り
と

奢し
ゃ
し侈

の
禁
止
で
す
。
武
士
に
対
し
て
は
文
武

の
奨し

ょ
う
れ
い励
や
質し

っ
そ素
倹け

ん
や
く約
な
ど
を
強
く
求
め
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
戯
作
や
狂
歌
の
世
界
で

活
躍
し
て
い
た
武
士
た
ち
は
退
場
し
て
い
き

ま
す
。
例
え
ば
、
幕
府
の
改
革
政
治
を
黄
表

紙
で
風
刺
し
た
朋
誠
堂
喜
三
二
は
、
上
司
か

ら
断
筆
を
命
じ
ら
れ
た
と
い
い
ま
す
。
一
方
、

大
田
南
畝
は
学
問
に
専
念
し
、
幕
府
の
役
人

と
し
て
出
世
し
ま
し
た
。

出
版
に
つ
い
て
は
、
時
事
的
な
内
容
の

禁
止
、
華
美
で
高
価
な
出
版
物
の
禁
止
な

ど
、
取
り
締
ま
り
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。
武

士
身
分
の
戯
作
者
が
姿
を
消
す
と
、
こ
れ
ま

で
も
人
気
の
あ
っ
た
山
東
京
伝
に
さ
ら
な
る

期
待
が
寄
せ
ら
れ
、
板
元
蔦つ

た
や屋

重じ
ゅ
う
ざ
ぶ
ろ
う

三
郎
か
ら

次
々
に
作
品
を
世
に
出
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
寛
政
３
年
（
１
７
９
１
）
に
刊
行
さ
れ

た
『
仕し

か
け掛
文ぶ

ん
こ庫
』
ほ
か
２
冊
が
風
紀
を
乱
し

た
と
し
て
咎と

が

め
ら
れ
、
京
伝
は
手て

じ
ょ
う鎖

五
十
日
、

蔦
屋
は
財
産
半
分
を
没
収
と
す
る
処
罰
が
下

さ
れ
ま
し
た
。
見
せ
し
め
の
た
め
に
厳
し
く

処
罰
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。　
　
　

松
平
定
信
の
退
場
と
そ
の
後
の
江
戸
文
芸

寛
政
５
年
７
月
、
政
策
を
巡
る
幕
閣
内

で
の
対
立
な
ど
に
よ
り
、
松
平
定
信
は
老
中

を
解
任
さ
れ
ま
す
が
、
改
革
政
治
の
方
向
性

は
維
持
さ
れ
ま
し
た
。
江
戸
の
文
芸
に
お
い

て
は
、
物
語
の
内
容
が
長
編
化
し
黄
表
紙
を

合
冊
し
た
合ご

う
か
ん巻

や
、
文
章
を
よ
り
多
く
し
た

読よ
み
ほ
ん本

な
ど
も
登
場
し
ま
す
。
曲

き
ょ
く
て
い亭

馬ば
き
ん琴

は
旗

本
の
用
人
を
務
め
る
武
士
の
子
と
し
て
生
ま

れ
（
史
跡
「
曲
亭
馬
琴
誕
生
の
地
」、
平
野

１
―
７
・
８
付
近
）、
後
に
主
家
を
出
て
戯
作

者
と
な
り
、『
南な

ん
そ
う総

里さ
と
み見

八は
っ
け
ん
で
ん

犬
伝
』
な
ど
多

数
の
読
本
を
著
し
ま
し
た
。

ま
た
、
浮
世
絵
は
取
り
締
ま
り
の
触
れ

に
違
反
し
な
い
よ
う
に
表
現
方
法
な
ど
に
工

夫
が
凝
ら
さ
れ
、
人
気
の
絵
師
に
よ
っ
て
さ

ま
ざ
ま
な
作
品
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
役
者

絵
・
美
人
画
な
ど
多
数
の
作
品
を
描
き
人
気

を
博
し
た
歌う

た
が
わ川

豊と
よ
く
に国

（
国く

に
さ
だ貞

）
は
江
東
区

域
に
ゆ
か
り
の
あ
る
絵
師
で
す
。
初
代
豊

国
に
師
事
し
て
国
貞
を
名
乗
り
、
天て

ん
ぽ
う保
15

年
（
１
８
４
４
）
に
豊
国
の
名
を
継
ぎ
ま
す
。

本
所
五
ツ
目
の
渡
し
場
付
近
に
住
み
、
渡
船

の
株
を
持
つ
こ
と
か
ら
五ご

と渡
亭て

い

と
号
し
ま
し

た
（
史
跡
「
歌
川
豊
国
（
国
貞
）
墓
」、
亀

戸
３
―
42
―
１ 

光
明
寺
）。

な
お
、
老
中
を
解
任
さ
れ
た
松
平
定
信
は
、

文ぶ
ん
か化

９
年
（
１
８
１
２
）
４
月
に
隠
居
し
、

同
13
年
に
深
川
（
現
牡
丹
３
、
古
石
場
２
、

３
付
近
）
に
抱

か
か
え

屋や
し
き敷

を
入
手
し
て
庭
園
を
造

り
ま
す（
史
跡「
松
平
定
信
海は

ま
や
し
き荘
跡
」）。ま
た
、

霊れ
い
が
ん
じ

巖
寺
（
白
河
１
―
３
―
32
）
に
は
定
信
の

墓
が
あ
り
（
国
指
定
史
跡
「
松
平
定
信
墓
」）、

毎
年
墓
前
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。　
　
　

※
参
考
文
献　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
俊
幸
『
本
の
江
戸
文
化
講
義　

蔦
屋
重

三
郎
と
本
屋
の
時
代
』
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
、

２
０
２
５
年

『
べ
ら
ぼ
う
～
蔦
重
栄
華
乃
夢
噺
～
〈
蔦

屋
重
三
郎
と
そ
の
時
代
〉』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、

２
０
２
５
年

（
文
化
財
専
門
員　

金
井
貴
司
）

説明板「曲亭馬琴誕生の地」

標柱「二世
歌川豊國の墓」
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う
な
も
の
な
の
か
、
そ
し
て
ど
の
よ
う
な
歴

史
が
あ
る
の
か
を
調し

ら

べ
、「
文ぶ

ん
か
ざ
い

化
財
」
と
し

て
広
く
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
子
安
児
童
遊
園
（
大
島
８
―

19
）
の
角
に
あ
る
小
さ
な
お
堂
に
つ
い
て
調

べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
（
図
１
）。

観
察
し
て
み
よ
う

　

お
堂
の
中
を
の
ぞ
く
と
、
石
が
置
か
れ
て

い
ま
す
（
図
２
）。
こ
れ
は
、
な
ん
で
し
ょ

う
か
。

　

ま
ず
、
石
の
形
を
観か

ん
さ
つ察

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

よ
こ
長
の
長
方
形
の
石
の
上
に
、
将し

ょ
う
ぎ棋
の
駒こ

ま

を
た
て
に
長
く
の
ば
し
た
よ
う
な
形
の
石

が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
下
の
石
を
「
基き

そ礎
」、

上
の
石
を
「
塔と

う

」
と
呼
ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
。

大
き
さ
を
測は

か

っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
基
礎
は

幅
60
･
５
㎝
、
高
さ
26
･
４
㎝
、
奥
ゆ
き

44
･
４
㎝
で
す
。
塔
の
方
は
幅
39
･
５
㎝
、

高
さ
91
･
６
㎝
、
厚
さ
27
･
０
㎝
で
し
た
。

　

次
に
基
礎
（
図
３
）
を
じ
っ
く
り
見
て
み

ま
し
ょ
う
。
正
面
に
字
が
彫ほ

ら
れ
て
い
ま

す
。
は
が
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
た
め
、

以
前
に
と
っ

た
拓た

く
ほ
ん本

（
図

４
・
５
）
を

見
て
み
ま

し
ょ
う
。
拓

本
と
は
、
紙

と
墨す

み

で
文
字

や
模も

よ
う様

を
写

し
と
っ
た
も

の
で
す
。

　

は
じ
め
に
彫
ら
れ
て
い
る
「
正

し
ょ
う
と
く徳

二
壬じ

ん
し
ん辰

年
」
は
１
７
１
２
年
で
、
江
戸
時
代
に
あ
た

り
ま
す
。
今
か
ら
３
１
３
年
前
の
７
月
に
こ

の
塔
と
基
礎
が
建た

て
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。

　

次
に
７
人
の
名
前
が
あ
り
、
さ
い
ご
に

「
平ひ

ら
か
た方
村む

ら
ち
ゅ
う中」
と
あ
り
ま
す
。「
村
中
」
と
は

村
の
人
々
と
い
う
意
味
で
す
か
ら
、「
平
方

村
中
」
は
平
方
村
の
人
々
と
い
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
一
方
で
、
と
く
に
名
前
が
彫
ら
れ

文
化
財
を
調
べ
て
み
よ
う

　

み
な
さ
ん
が
学
校
や
、
遊
び
に
行
く
途と

ち
ゅ
う中

で
、
な
ん
か
古
い
も
の
が
あ
る
け
れ
ど
、
こ

れ
は
何
だ
ろ
う
と
思
っ
た
も
の
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。
本
紙
№
３
０
９
・
３
１
０
で
お
話
し

て
い
る
よ
う
に
、
身
の
回
り
に
残
さ
れ
た
も

の
は
、
わ
た
し
た
ち
の
先
祖
が
大
切
に
思
っ

て
残
し
て
き
た
も
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
わ

た
し
た
ち
も
そ
の
思
い
を
受
け
つ
い
で
、
の

ち
の
人
た
ち
へ
残
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
そ
れ
が
ど
の
よ

た
７
人
は
、
村
の
代
表
と
し
て
、
こ
の
塔
を

つ
く
る
こ
と
に
か
か
わ
っ
た
も
の
と
か
ん
が

え
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
平
方
村
は
子
安
児
童
遊
園
の
あ
た

り
に
あ
り
ま
し
た
。

　

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
こ
の
塔
は
正
徳
２

年
７
月
に
、
平
方
村
の
代
表
７
人
と
そ
の
他

の
村
の
人
々
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

次
号
で
は
、
塔
に
つ
い
て
調
べ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
文
化
財
主
任
専
門
員　

栗
原 

修
）

図1 子安児童遊園角の庚申堂

図3 基礎

図4 拓本（昭和32年3月7日採拓）

図5 基礎にきざまれた字

お
詫
び
と
訂
正

　

前
号
（
№
３
１
０
）
８
頁
の
表
記
に

以
下
の
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に

お
詫
び
申
し
上
げ
、
訂
正
い
た
し
ま
す
。

２
段
目　

本
文
16
～
17
行
目

誤
：
昭
和
52
年
（
１
９
７
７
）

正
：
昭
和
28
年
（
１
９
５
３
）

※
昭
和
52
年
は
由
来
之
碑
の
設
置
年

２
段
目　

本
文
26
～
27
行
目 

誤
：「
江
東
区
馬
頭
観
音
由
来
碑
」

正
：「
江
東
馬
頭
観
世
音
由
来
之
碑
」

３
段
目　

写
真
２
の
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン

誤
：
東
京
都
ト
ラ
ッ
ク
協
会
蔵

正
：
東
京
ト
ラ
ッ
ク
同
盟
協
同
組
合
蔵

図2 庚申堂内

正
徳
二
壬
辰
年

　
　

七
月
吉
日

　

鈴
木
與
右
衛
門

　

鈴
木
利
右
衛
門

　

□
山
元
右
衛
門

　

岡
本
八
良
右
衛
門

　

岩
田
忠
治
郎

　

榊
原
武
右
衛
門

　

柳
沢
惣
助

　

平
方
村
中


